
　　トピックス

　

き
の
こ
原
木
・
ほ
だ
木
の

「
当
面
の
指
標
値
」は
、
食
品
の

新
基
準
値
の
施
行
に
伴
い
、
そ

れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を

基
に
、
本
年
4
月
、
従
来
の

1
5
0
ベ
ク
レ
ル
／
kg
か
ら
50

ベ
ク
レ
ル
／
kg
に
改
正
し
ま
し

た
。

　

4
月
の
改
正
後
も
引
き
続

き
、
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
を

行
い
、
新
た
に
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
を
用
い
て
指
標
値
の
算
出
根

拠
と
な
る
移
行
係
数
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
現
行
と
同
程
度
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
き
の
こ
原

木
・
ほ
だ
木
の「
当
面
の
指
標

値
」に
つ
い
て
は
、
50
ベ
ク
レ
ル

／
kg
に
据
え
置
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
発
生
し
た
き
の
こ
の

管
理
を
確
実
に
行
う
こ
と
を
条

件
に
、1
5
0
ベ
ク
レ
ル
／
kg

以
下
の
原
木
等
の
使
用
を
可
能

と
し
て
い
る
経
過
措
置
に
つ
い

て
は
、
実
際
に
基
準
値
を
超
え

る
き
の
こ
の
発
生
例
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
条
件
の
厳
格
化

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
指
標
値
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
8
月
30
日
付
で
都
道
府

県
及
び
関
係
団
体
に
対
し
て
通

知
し
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
木
材
製
品
を
使
用

す
る
消
費
者
や
加
工
す
る
作
業
員
の

健
康
を
守
る
た
め
に
、
木
材
製
品
や

工
場
の
作
業
環
境
に
お
け
る
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
影
響
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
木
材
製
品
の
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
表
面
密
度
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
の
検
体
に
お
い
て
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
値
※

を
超
え
る
値
が
検
出
さ

れ
ず
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
影
響
は

少
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
外
構
施
設
及
び
加
工
機

械
周
囲
の
空
間
線
量
率
は
1
時
間
当

た
り
0
．
19
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以

下
で
木
材
製
品
及
び
工
場
の
作
業
環

境
に
お
い
て
、
現
時
点
に
お
け
る
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
影
響
は
少
な
い
と

い
う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
物
理
的
減
衰

や
樹
木
内
で
の
移
行
に
よ
り
、
木
材

製
品
に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

の
状
況
は
経
年
的
に
変
化
す
る
可
能

性
が
高
い
た
め
、
今
後
、
調
査
を
継

続
し
て
健
康
へ
の
影
響
が
な
い
安
全

な
木
材
製
品
を
供
給
す
る
た
め
に
必

要
な
対
策
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

①当面の指標値（放射性セシウムの濃度の最大値）

きのこ原木及びほだ木　50ベクレル／kg（乾重量）  変更なし

②きのこ原木及びほだ木の経過措置

100ベクレル／kg（従来：150ベクレル／kg）以下の原木等で
あって、かつ、発生するきのこの放射性物質濃度が50ベク
レル／kg以下の場合、きのこ生産者が所在する都道府県が、
発生したきのこの出荷前の放射性物質検査を確実に行うこと
等、厳格な管理を条件として、自県内での使用に限り可能と
します。

（既に使用している150ベクレル／kg以下のものについては、点検・廃棄
等の処分が完了するまでの今後3か月の間に限り使用可。）

木材製品の放射性セシウム表面密度等の
調査結果について

きのこ原木・ほだ木の当面の
指標値に関する見直しについて

※
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
値
と
は
、

検
体
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物

質
の
影
響
が
及
ば
な
い
場
所

で
測
定
し
た
値
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①調査実施地

製材工場、集成材工場、合単板工場、チップ工場 
（合計28箇所）

木材製品の放射性セシウム表面密度等の調査内容

②調査期間

平成24年2月10日〜平成24年3月23日

③調査対象

●木材製品（製材品、集成材、合単材、チップ）
●外構施設（木材置き場、樹皮置き場、乾燥施設等）
●加工機械（バーカ、のこ盤、チッパー等）

福島第一原子力
発電所からの距離 調査工場数

50〜100キロ 8

101〜150キロ 7

151〜200キロ 9

201〜400キロ 4

　

林
野
庁
で
は
、
現
在
、
森
林
に
お
け
る
放
射
性
物
質

の
分
布
状
況
調
査
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
健
康
へ
の
影
響
が
な
い
安
全
な
木
材
製

品
を
供
給
す
る
た
め
、
福
島
県
内
の
8
箇
所
に
お
い
て
、

森
林
に
お
け
る
空
間
線
量
率
と
樹
木（
ス
ギ
、
ア
カ
マ
ツ
）

の
部
位
別（
樹
皮
、
辺
材
、
心
材
）の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃

度
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
平
成
23
年
8
〜
9
月
の
森
林
総
研
の

調
査
結
果
と
同
様
に
、
森
林
内
の
空
間
線
量
率
が
高
い

ほ
ど
、
樹
皮
や
幹
材
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
高
く

な
る
傾
向
が
あ
っ
た
も
の
の
、
明
瞭
な
関
係
性
は
見
い
出

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ス
ギ
・
ア
カ
マ
ツ
と
も
に
、
幹
材（
辺
材
・
心
材
）の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
樹
皮
よ
り
も
著
し
く
低
く
、
ス

ギ
で
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
平
均
的
な
比
率
は
、

樹
皮
：
幹
材
＝
約
1
：
0
．
0 

4
で
し
た
。

　

国
際
原
子
力
機
構（
I
A
E
A
）の
示
し
て
い
る
計
算
方

法
を
用
い
て
、
幹
材
部
分
で
測
定
さ
れ
た
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
濃
度
の
最
大
値
1
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
4
9
7
ベ
ク

レ
ル
の
木
材
に
よ
る
人
体
へ
の
追
加
被
ば
く
量
を
試
算

し
た
と
こ
ろ
、
人
体
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

部
位
別
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
、
体
積
比
及
び
容

積
密
度
か
ら
試
算
し
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
分
布
割
合

は
、
樹
皮
：
幹
材
＝
約
7
：
3
と
な
り
、
森
林
全
体
に
占

め
る
幹
材
部
分
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
合
計
量
は
約
1

パ
ー
セ
ン
ト
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
物
理
的
減
衰
や
樹
木
内
で
の
移

行
に
よ
り
、
幹
材
に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
状

況
は
経
年
的
に
変
化
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、

今
後
、
調
査
を
継
続
し
て
必
要
な
対
策
を
検
討
い
た
し

ま
す
。

①調査箇所

福島県内の８箇所の森林
（南相馬市２箇所、田村市２箇所、白河市１箇
所、塙町１箇所、福島市１箇所、いわき市1
箇所）

②調査実施樹種

スギ（８箇所）、アカマツ（４箇所）

③調査期間

平成24年2月10日（金曜日）〜平成24年3月23
日（金曜日）

いわき市
1箇所

福島市
１箇所

塙町
１箇所

白河市
１箇所

田村市
２箇所

南相馬市
２箇所

樹木の放射性セシウム濃度の調査内容

樹木の放射性セシウム濃度の
調査結果について

林野 2012.99


